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スギ大苗を使用した低コスト造林方法の一考察

東北森林管理局森林技術センター 業務係長 木村正彦

１．はじめに

現在、東北森林管理局管内でも、戦後植栽された人工林の多くが主伐期に入って来てい

ます。こうした中で、木材価格の低迷により木材収入も減少しており、コストの縮減は重

要な課題となっています。今回は、伐採～造林～伐採との一連のサイクルで良好な木材を

生産するためには、どうしたらコスト縮減ができるのかを考察する事としました。

２．調査の目的

将来、主伐する段階で理想的な林分にするために、どの様にコストを縮減していくか、

そのために主伐期を迎えた林分の収穫調査データを集め、林分内容について、整理、分析

した上で、いかにしたら植栽コスト及び保育コストを縮減できるのかを検討しました。

３．調査内容

収穫調査復命書から ha 蓄積、針葉樹 ha 本数、品質区分及び主伐期の標準木から、目標

とする主伐期の目標林分を想定することとした。

右の表－１は、上小阿仁支署 表－１ 主伐期の蓄積及び ha 蓄積（ｍ３）

外３署の収穫復命書デ－タを

整理した表になります。林齢が

５２年～６１年となっていま

す。ha 蓄積については、少な

くて３９１ m3 ～最大で６３７

m3 でした。条件が異なります

が、平均で ha 蓄積は約５００

m3 ありましたので比較的良好

かと思われます。 表－２です

が、平均胸高直径と平均樹高の

表になります。最小の平均胸高 表－２ 主伐期の標準木

直径が２８ cm ～最大で４２

cm とバラツキが大きいですが、

おおむね３０ cm を超えていま

す。平均樹高については、１８

ｍ～２４ｍと多少のバラツキが

ありました。胸高直径を平均し

たところ約３４ cm となり､樹

高については平均では約２１ｍ

となりました。比較的良好に生
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長していると考えられます。

表－３ 主伐期の ha 当たり生存本数 表－４ 主伐期の品質区分表

表－３は、主伐期の ha 当たり生存本数ですが、Ｎ低質材を含んでいます。最小で約４

００本～最大で１，０００本を超えるものまでありますが、平均すると７２４本になりま

した。

表－４は主伐期の品質区分表です。Ｎの品質区分については成育条件の違い等が大きく

関係していると思われますが、品質区分に大きなバラツキが見られます。根曲がり及び低

質材の比率が殆どない箇所、根曲がりの比率が高い箇所及び低質材の比率が高い箇所があ

りました。Ｌについては、Ｎを植栽後、発生したと考えられ利用径級に達していないこと

から低質材の比率が非常に高いと考えられます。Ｎの平均の品質区分を見ると、良材の割

合が半数以下の約４５％、根曲がり材が平均で約３０％低質材は約２５％という結果が出

ました。このことは、品質区分の根曲がり材及び低質材の比率を下げる必要があるものと

考えられます。

表－５は ha 当たり植栽本数計 表－５ ha 当たり植栽本数計算表

算表になります。６０年伐期で、

約１０年に１度間伐すると仮定

し、分析結果の現在の平均生存

本数７２４本で１回当たりの本

数間伐率２０％と仮定し初回間

伐時点の生存本数を逆算してみ

ました。計算上は、初回間伐時

点で１ ,７６６の本数があれば

良いことになりますが、自然枯

損を考慮すれば植栽本数は２ ,

０００本あれば十分に成林する

と考えられます。

表－６は目標とする森林の各種条件を示したものです。標高や傾斜、斜面の向きなど条

件の違いはあるものの、目安として考えて良いかと思います。分析の結果からは ha 蓄積
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は４００ｍ３～５００ｍ３は十分可能と 表－６ 目標とする森林（林分）

考えられます。目標の標準木も分析結果

から、胸高著直径３４ cm 樹高２１ｍも

可能と考えられます。主伐期の ha 本数

ですが標準木の単材積が０．９０ｍ３で

N 低質材を含んだ本数７２４本では ha

蓄積が６５０ｍ３を超えることになりま

す。そのことからすれば N 地質材の比

率を下げていけば、６００本程度がが主

伐期の適正本数になると考えられます。

良質な木材を生産するとすれば、１本の

立木から定尺の材を２本を取ることを考

慮すれば１０ｍ程度の枝打が必要と考え

られますが、コスト面からは十分な検討

が必要と思います。品質区分ですが、良材は８０％以上、根曲がりは１５％程度、低質材

は５％程度を目安と考えました。自然条件を考えれば、根曲がり及び低質材の比率を０％

にすることは無理であり、ある程度の比率は仕方ないものと考えられます。

４．検討内容

上記の目標とする

森林を造成する為に、

スギ大苗を使用した

低コスト造林方法を

考えました。林木育

種センタ－の各支所

では、次代検定林の

中から初期成長の優

れた個体が数多く個

体選抜されています。

これらの個体の苗木

を使い大苗で使用す 図－１ 植栽木推定樹高

ることで造林コストが縮減出来るのではと考えました。図－１は植栽木の樹高を推定した

ものです。林木育種センタ－東北支所で発刊した東北の林木育種１９２号のデ－タを利用

させていただきました。次代検定林より選抜された第２世代５年生で４３２ cm の樹高が

あり植栽時の苗木の大きさを３２ cm と仮定した場合、年平均生長量が８０ cm ､同じく第

２世代７年生で６４０ cm で年平均生長量が８７ cm、大苗の苗木高を８０㎝年平均生長

量を８０ cm と仮定してグラフ化しました。グラフから４年生以降の樹高が３ｍ以上にな

ることが推察されますので、４年目以降の下刈りは省略できると考えられます。また、植

栽年度は全刈、筋置地拵を行えば下刈りは省略が可能と考えます。

表－７は従来型の造林保育した場合の コストと今回考えたコストを比較したものです。



- 4 -

比較にあたっては東北の林木育種№１ 表－７ コスト比較表

９３号の平成２０年度宮城県造林標準

単価表の数値を引用しました。地拵・

植付コストは植栽本数を１,０００本少

なくすることでコストの縮減が可能と

考えられますが、大苗の単価をいかに

抑えるか又、植付工程を上げるという

課題があります。植栽本数を減らし大

苗を使うことで、下刈コストは半分以

下に抑えることは、十分可能と考えら

れますが下刈は全刈が必要と思います。

５．問題点

（１）大苗にした場合の苗木生産コスト

初期成長が良くても販売単価が高ければ使用する意味が無い。

（２）大苗の規格

苗畑及び植栽に当たって扱いやすい大きさを検討する必要がある。

（３）植栽コストをいかに縮減するか

大苗により、工程の低下が考えられるので、ポット苗を使うなど対応が必要。

（４）コンテナ及びポット化できるか

低価格でのコンテナ苗及びポット苗の生産が植栽工程に大きく影響する。

６．考 察

（１）造林保育コストの縮減は現在の林業あっては重要な課題です、将来主伐期にある

程度良質な木材生産ができる林分目標を設定し、それに対応したコスト縮減方法を

考える必要があると思います。

（２）各地の次代検定林からは、初期成長の良好な個体が多数発見されており、これら

の優良個体の苗木を利用すれば造林及び保育コストを大幅に縮減することが、可能

と考えられます。

（３）今回、初期成長の良好なスギ大苗を利用した方法を考えましたが、この方法が有

効かを実際に書斎して検証する必要があります。


